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くご 一下 ともだち』（光村図書）に教材のひとつとして採択され、現行教科書（平成 27 年度版）
にも引き続き収載されている。



























て わたしは 98 だもの、98 のおばあさんが さかなつりを したら にあわないわ」と断られる
のが常で、それでも彼は元気よく川へ向かっていく［場面⑶］。
　お婆さんは窓の下の椅子に座り、畑で収穫した豆の皮を剥いたり、昼寝をしたりして過ごし
た。「だって わたしは 98 だもの」と独りごちながら。一方、猫は沢山の釣果を得て帰ってく
る。「なんて おまえは さかなつりが じょうずなんだろう。 およいで とるのかい、どこの か
わで とるのかい」と、お婆さんからの（釣りの腕前に対する）讃辞と問いかけに対し、彼は「お


















ると、本当に誕生日を迎えた実感が湧く――そう告げた後、「1 さい　2 さい　3 さい　4 さい 
5 さい。5 さいの おたんじょうび おめでとう」と、お婆さんが自分に祝辞を捧げたのに続き、
猫も同じ言葉を繰り返した。かくて、数える蝋燭が 5 本しかなかったため、お婆さんは猫と
同じ 5 歳になり、ふたりで美味しいケーキを堪能した後、眠りに就く［場面⑻］。
69九 州 女 子 大 学 紀 要 第 52 巻 1 号
誕生日の翌日
　翌朝、猫は帽子をかぶり、長靴を履き、釣竿を持って魚釣りの支度をする。いつものように





び越えた。猫に促され、「だって わたしは 5 さいだもの。あら そうね！　5 さいだから わた
しも とぶわ」と、お婆さんも彼に続く［場面⑽］。勢いをつけて、ジャンプ。彼女は 94 年ぶ
りに川を飛び越えたのである［場面⑾］。
　向こう岸をさらに下って、川幅の広い所へ辿り着いた。猫はズボンを脱いで川へ飛び込む。

































































・おばあさんが した ことを かきましょう。
・おたんじょう日の まえに、ねこが さかなつりに さそうと、おばあさんは、なんと い
　いましたか。おたんじょう日の つぎの 日は、どうでしたか。





















































































①「だって わたしは 98 だもの、98 の おばあさんが さかなつりを したら にあわないわ」
［場面⑷］
②「だって わたしは 98 だもの」
③「なんて おまえは さかなつりが じょうずなんだろう。およいで とるのかい、どこの かわ
　で とるのかい」
❷「おばあちゃんも いっしょに くれば、ぼくが さかなを とるところ みられるのに」
誕生日当日
 ［場面⑸］
❸「おばあちゃん ケーキを つくるの じょうずだね」
④「だって わたしは おばあちゃんだもの、おばあちゃんは ケーキを つくるのが じょうずな
　ものよ」
［場面⑹］
⑤「ろうそくを かってきておくれ。 99 ほんだよ。 ろうそくを かぞえなくっちゃ ほんとうの
　 おたんじょうびじゃないもの」









⑧「1 つ　2 つ　3 つ　4 つ　5 つ。 ろうそくを かぞえると、ほんとうに おたんじょうびの 
　きぶんに なるわ」
⑨「1 さい　2 さい　3 さい　4 さい　5 さい。5 さいの おたんじょうび おめでとう」
❺「1 さい　2 さい　3 さい　4 さい　5 さい。5 さいの おたんじょうび おめでとう！　おば
　あちゃん ほんとに 5 さい？」





⑪「だって わたしは 5 さいだもの……、あら そうね！　5 さいだから、さかなつりに いく
　わ」
［場面⑽］
⑫「5 さいって なんだか ちょうちょみたい」
❽「おばあちゃんも おいでよ」
⑬「だって わたしは 5 さいだもの。あら そうね！　5 さいだから わたしも とぶわ」
［場面⑾］
⑭「5 さいって なんだか とりみたい」
［場面⑿］
❾「ああ、いいきもち、おばあちゃんも おいでよ」
⑮「だって わたしは 5 さいだもの。あら そうね！　わたしも はいるわ」
［場面⒀］
⑯「あら、スカートが ぬれるわ」
⑰「あら わたし、なんて さかなつりが じょうずなんだろう。5 さいって なんだか さかなみ
　たい」
［場面⒁］
⑱「あら あら あら あら！　わたし なんて さかなつりが じょうずなんだろう」
⑲「5 さいって なんだか ねこみたい」
［場面⒂］
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⑳「ねえ、わたし どうして まえから 5 さいに ならなかったのかしら。 らいねんの おたんじょ
　うびにも ろうそく 5 ほん かってきておくれ」












⑤「ろうそくを かぞえなくっあち ほんとうの おたんじょうびじちないもの」
⑧「ろうそくを かぞえくと、ほんとうに おたんじょうびの きぶんに なくわ」










への勧誘だが、お婆さんの発話①「98の おおばさんが さかな りを したら にばわないわ」
は発話⑪「5さいだから、さかな りに いくわ」「、真逆のものに転換していく。とはいえ、


















⑰「あら わたし、なんて さかなつりが じょうずなんだろう。5 さいって なんだか さか
　なみたい」






のはらは とても ひろくて、 やさしい かぜが ふいていました。 おばあさんは もう ながい
こと、こんな とおくまで きたことが ありませんでした。 はなが たくさん さいていまし





⑫「5 さいって なんだか ちょうちょみたい」
⑭「5 さいって なんだか とりみたい」
⑰「5 さいって なんだか さかなみたい」




①「だって わたしは 98 だもの、98 の おばあさ
んが さかなつりを したら にあわないわ」
②「だって わたしは 98 だもの」
④「だって わたしは おばあちゃんだもの、おば
あちゃんは ケーキを つくるのが じょうずな
ものよ」
❼「おばあちゃんも おいでよ」
⑪「だって わたしは 5 さいだもの……、あら そ
うね！　5 さいだから、さかなつりに いくわ」
⑬「だって わたしは 5 さいだもの。 あら そう
ね！　5 さいだから わたしも とぶわ」
⑮「だって わたしは 5 さいだもの。 あら そう
ね！　わたしも はいるわ」



















































出て来ざるを得ない。〈ねこは おばあさんの つくる ケーキが だいすきでした〉をはじめ、お




そのとき ねこが おおきな こえで なきながら かえってきました。 ねこは ひだりてに や
ぶれた ふくろと、 みぎてに ろうそくを 5 ほん もっていました。 ねこは あんまり いそい
だので、 かわの なかに ろうそくを おとしてきちゃったのです。 ねこは おばあさんの か














❺「1 さい　2 さい　3 さい 










い で も ケ ー キ つ く る の 
じょうず？」












　おばあちゃん ほんとに 5 さい？」








然ながら、ない。そのことを示すのが、発話1「でも、おばあちゃん 5 さいでも  ケー つく
るの じょうず？」である。これは、発話❸と対応する台詞なのだが、その直後にお婆さんが
発話④「だって わたしは おばあちゃんだもの、おばあちゃんは  ケーを つくるのが じょう


































































































ねこは おばあさんの かおを みて、 まえよりも もっと おおきな こえで なきました。おば
あさんは がっかりしました。



























年度用・小学校国語・年間指導計画・評価計画資料〉による（2015 年 5 月 17 日参照）。
http://www.mitsumura-tosho.co.jp/kyokasho/s_kokugo/keikaku/














教材分析と創作』第 4 集、太陽書房、2015 年 4 月）、pp.53-54。
10）　Asahi.com 2010 年 11 月 10 日記事「大人の心、本音で揺さぶる絵本作家・佐野洋子さ











また、『小学校学習指導要領』の〈道徳〉の第 1 学年及び第 2 学年の〈内容〉のうち、〈主
として他の人とのかかわりに関すること〉のひとつとして、〈幼い人や高齢者など身近に
いる人に温かい心で接し、親切にする〉というものがあげられている。
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